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中経連

第９回中部地域懇話会

11月27日（金）、中経連および国土交通省中部地
方整備局は第９回中部地域懇話会を名古屋市内
にて開催し、水野会長、堀田局長をはじめ23名が参
加した。本懇話会は、中部圏の持続的発展に向け
た地域づくり、社会資本整備に関する具体的な課
題や施策などの意見交換を目的に毎年開催してい
るものである。
水野会長開会挨拶要旨
●コロナ禍により東京一極集中の課題が浮き彫りと
なった。東京に集中する中央政府の機能や企業の
本社、流入を続ける人口などへの対策についてギア
アップして取り組む必要がある。

●物流の効率化は、ものづくり拠点である中部圏の
国際競争力を維持・強化し、引き続き日本経済を牽
引していくために必要不可欠である。

●コロナ禍でセントレアの利用は落ち込んだが、災害
時の国際拠点空港におけるリダンダンシー確保の
観点や、滑走路の経年劣化への対応などから二本
目滑走路の整備による機能強化・強靱化の必要性
は変わりない。
堀田局長開会挨拶要旨
●中部地方整備局はインフラ整備を通じて、地域と
地域、人と人、将来への期待など、さまざまなことを
“つなぐ”ことが重要なミッションであり、地域間の
触媒となるべく、若手を中心に「つなぐプロジェクト」
をスタートさせている。

●物流の効率化にはハードに加えソフトの整備も欠
かせない。この10年のデジタル技術の進展により、
情報のデジタル化が容易となった。さまざまな関係
者が持っている情報を一元化し、事業者に提供する

取り組みも行っている。中経連が立ち上げる物流
懇談会に積極的に参加し、我々の取り組みの説明
を行いたい。

●コロナ禍により停滞した経済を回す観点から、直轄
事業などの公共工事でしっかりと支えていきたい。
両団体トップからの挨拶の後、防災・減災の取り

組み、東京一極集中是正の取り組み、物流効率化
など、双方の取り組み紹介を行うとともに活発な
意見交換を行った。

（社会基盤部　和田 耕一朗）

定例記者会見

12月７日（月）、中経連は総
合政策会議終了後、水野会長
の定例記者会見を行った。
はじめに、水野会長は足元

の景気動向について、10月か
ら12月の中部圏の景況判断

が、Ｄ.Ｉ.値マイナス34.2ポイントと、低水準ながら
前期から27.5ポイント改善したことを紹介し、「コロ
ナ禍による最悪期は脱したものの、景気回復の足取
りは緩やかと読み取れる。世界的な自動車需要の
戻りを受け、自動車部品では、『持ち直しの動きが
ある』などの声がある一方、工作機械では『業況改
善に及んでいない』などの声もあり、景気は業種に
よって状況がまだらである」との認識を示した。
次に、今年１年を振り返り、「新型コロナウイルス

の感染拡大が社会・経済にとって最もインパクトの
ある出来事だった」と述べ、サプライチェーンの過度
な中国依存、日本全体でのデジタル化の遅れ、東京
一極集中是正への機運の高まりなど、コロナ禍によ
り浮き彫りとなった課題を指摘した。また、産学官広
域連携やイノベーションの取り組みが進展している
ことを紹介し、「来年も『力を結集し、突破する中経
連』をスローガンに掲げ、産学官および広域５県の
つなぎ役として、中部圏を盛り上げる活動を進めて
いく」と抱負を語った。

（総務部　古田 雄也）


